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第
7
回　

来
年
度
へ
の
抱
負

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
活
動
も
、
1

月
で
10
か
月
目
に
入
り
ま
す
。
今
年
度
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
か
ら
、
新
年
度
に
向

け
て
の
抱
負
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
早
々
に
勝

山
に
馴
染
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
生
活
の
上
で
も
、
仕
事
上
で
も
様
々

な
立
場
の
方
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

予
想
よ
り
も
遥
か
に
早
く
変
化
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、

市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
呼
ん
で
い
た
だ

き
、
様
々
な
形
で
子
ど
も
た
ち
や
先
生
と

話
が
で
き
た
こ
と
は
、
環
境
教
育
の
充
実

化
を
図
る
う
え
で
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

　

当
初
は
、
と
に
か
く
自
分
が
片
端
か
ら

勝
山
を
ま
わ
り
、
情
報
収
集
や
調
査
を
す

る
だ
け
で
1
年
が
経
過
し
て
し
ま
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
得
た
知
識
を

元
に
、
２
年
目
か
ら
市
民
・
学
校
を
対
象

に
話
を
す
る
機
会
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
実
際
に
は
４
月
か
ら
早
速
呼

ん
で
く
だ
さ
る
学
校
が
あ
っ
た
う
え
、
あ

ち
こ
ち
で
講
演
を
依
頼
さ
れ
、
情
報
収
集

と
同
時
に
情
報
提
供
も
す
る
よ
う
な
形
と

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
講
演
は

す
で
に
数
十
回
を
数
え
て
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
情
報
収
集
が
足
り
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
初
年
度
か
ら
私
と
た
く

さ
ん
の
人
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
た
と
同
時

に
、
こ
れ
ま
で
勝
山
と
繋
が
り
が
な
か
っ

た
た
く
さ
ん
の
人
を
、
勝
山
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

短
期
間
で
も
、
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ん

に
、
な
ん
ら
か

の
変
化
が
生
ま

れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

　

来
年
度
は
、

こ
の
流
れ
を
、

今
後
永
続
的
に

続
く
確
固
た
る

仕
組
み
に
作
り

上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
①
学
校
で
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
と
日
常
的
な
授
業
の
実
施
、
②
５

月
後
半
の
環
境
自
治
体
会
議
に
お
け
る
、

円
滑
な
実
施
と
市
民
へ
の
還
元
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、
③
６
月
か
ら
の
赤
と
ん
ぼ

調
査
の
拡
充
、
④
市
民
の
さ
ら
な
る
意
識

改
革
と
行
動
の
変
化
を
促
進
、
⑤
勝
山
に

関
す
る
情
報
発
信
、
な
ど
を
目
標
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な
し
で

は
絶
対
に
進
み
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
で
、
よ

り
一
層
暮
ら
し
や
す
く
美
し
い
勝
山
に
し

て
い
き
ま
せ
ん
か
？
私
も
精
一
杯
勝
山
の

た
め
に
尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

つながりと変化…　未来へ続けられる活動へつながりと変化…　未来へ続けられる活動へ

　

11
月
19
日
（
土
）、
自
然
環
境
部
会
員

が
、
敦
賀
市
の
自
然
観
察
ス
ポ
ッ
ト
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
池い

け
の
こ
う
ち

河
内
湿
原

で
す
。
湿
原
の
大
部
分
は
、
ハ
ン
ノ
キ

の
湿
生
林
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
観
察

が
で
き
る
よ
う
に
木
道
が
整
備
さ
れ
て

い
て
、
歩
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
池
河
内
湿
原
に
は
希
少
種
が
多

く
、
県
内
唯
一
の
「
ヤ
ナ
ギ
ト
ラ
ノ
オ
」

の
自
生
地
で
あ
る
な
ど
、
貴
重
な
自
然

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ウ
エ
ッ
ト
ラ

ン
ド
中
池
見
」
の
方
の
案
内
で
、
中
池

見
湿
地
を
訪
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

水
生
植
物
や
70
種
も
の
ト
ン
ボ
を
観
察

で
き
、
誰
で

も
気
軽
に
貴

重
な
自
然
に

ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
こ

こ
に
堆
積
し

て
い
る
泥
炭

層
は
約
40
ｍ

の
層
で
、
12
万
年
分
の
気
候
変
動
が
分

か
る
世
界
的
に
も
貴
重
な
地
層
で
す
。

現
在
、
湿
地
の
保
全
に
関
す
る
国
際
条

約
「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
の
登
録
地
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
来
る
に
は
、
市
民
保
護
団

体
の
懸
命
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。
90

年
代
、
中
池
見
湿
地
に
大
阪
ガ
ス
の
Ｌ

Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
基
地
誘
致
の

決
定
に
対
し
、
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
開
始

し
て
学
術
調
査
を
行
う
な
ど
、
環
境
の

貴
重
性
を
Ｐ
Ｒ
し
続
け
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、基
地
開
発
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

勝
山
に
は
「
池
ヶ
原
湿
原
」
が
あ
り

ま
す
。
自
然
環
境
部
会
で
は
、
多
様
な

湿
生
植
物
や
水
生
生
物
が
棲
む
池
ヶ
原

湿
原
へ
の
市
民
の
関
心
を
高
め
、
皆
さ

ん
で
守
っ
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た

め
、
今
回
視

察
し
た
敦
賀

の
市
民
団
体

の
保
全
活
動

は
大
変
参
考

に
な
り
ま
し

た
。

（
エ
コ
協
広
報
委
員
会
）

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）
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環
境
保
全
先
進
地
を
視
察

〜
敦
賀
の
自
然
観
察
ス
ポ
ッ
ト
へ
〜
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人件費の状況人件費の状況
市職員などの給与を公表
　平成23年4月1日現在の市の
三役、市議会議員、市職員の
給料・手当などを公表します。

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数・学歴別平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（22年度決算・普通会計）

（23年度予算・普通会計）

（23年度） （23.4.1現在）

（23.4.1現在）

（各年.4.1現在）

（一般行政職） （23.4.1現在）

（23.4.1現在）

（23.4.1現在）
職員数 316人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 21年度
千円 千円

12,548,817 2,321,474 18.5％ 19.6％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

287 人 1,054,886 159,409 380,196 1,594,491 5,556

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 （国の最高　59.28月分）
1人あたりの平均支給額23,905千円（22年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳ま
での子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円を引
いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 24,500円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　　　82,816千円（22年度）
1人あたりの年額　  286千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 311,847円 41年8月 302,504円 51年6月
国 327,205円 42年3月 283,862円 49年5月

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 140,100円 144,500円 161,600円 172,200円
国 140,100円 144,500円 172,200円 178,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
平21 平22 平23 平21 平22 平23

一　
　
　
　

般

議 会 5 5 5
総 務 55 54 53 3 △1 △1
税 務 16 16 15 1 △1
農 水 18 17 17 1 △1
商 工 11 11 12 1 1
土 木 23 24 26 3 1 2
小 計 128 127 128 9 △1 1

福　

祉

民 生 39 37 37 △4 △2
衛 生 16 15 16 2 △1 1
小 計 55 52 53 △2 △3 1

一般行政計 183 179 181 7 △4 2
特
別
行
政

教 育 75 75 73 △3 △2
消 防 37 36 36 △1
小 計 112 111 109 △3 △1 △2

公
営
企
業
等

水 道 6 5 4 △1 △1
下水道 8 7 6 △1 △1
その他 16 17 17 1
小 計 30 29 27 △1 △2

総　合　計 325 319 317 4 △6 △2
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

区　分 7年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

高校卒 185,800円 275,300円
大学卒 218,794円 255,334円 303,105円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円

期末手当　6月期　1.40月分　　12月期　1.55月分

区分 主な職務内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 16 5.0％

2級 主 事
技 師 52 16.5％

3級 主 査 84 26.6％

4級 主 任 55 17.4％

区分 主な職務内容 職員数 構成比

5級 主 幹 39 12.3％

6級 課 長 17 5.4％

7級 部 長 11 3.5％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

42 13.3％

hisho
環境10%


